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今
年
も
世
界
各
地
で
異
常
気
象
が
続

い
て
い
ま
す
。我
が
秋
田
市
で
は
七
月
中

旬
に
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
数
千
棟
が
浸

水
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。当
然
作
物
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

食
は
生
命
の
源
で
あ
り
、神
様
か
ら
の

恵
み
の
賜
物
で
す
。我
が
日
本
民
族
で
は

縄
文
の
遙
か
古
来
よ
り
自
然
の
営
み
は

神
そ
の
も
の
の
力
や
営
み
と
し
て
恐
れ

畏
こ
み
敬
う
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

光
、水
、風
、山
、川
、海
等
に
八
百
万
の

神
々
の
働
き
を
感
じ
取
り
、日
常
生
活
の

中
で
神
様
と
共
に
お
祭
り
を
繰
り
返
し

て
生
活
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

人
間
も
動
植
物
も
生
命
有
る
も
の
は

全
て
神
々
の
営
み
の
内
側
に
在
る
と
い

う
自
覚
で
す
。自
分
と
い
う
存
在
も
大
自

然
の
営
み
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

神
話
伝
承
で
は
、神
様
は
国
を
産
み
、人

を
産
み
、そ
の
生
命
の
た
め
に
様
々
な
神

様
を
お
産
み
に
な
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、奈
良
時
代
頃
ま
で
、祭
祀
は
山

そ
の
も
の
が
ご
神
体
で
あ
り
、そ
こ
に
あ

る
巨
石
や
巨
木
の
前
で
神
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。海
辺
や
川
辺
な
ど
の
清
浄

な
地
を
祭
場
と
定
め
、そ
こ
に
神
々
を
招

来
し
、供
物
を
捧
げ
て
作
物
の
豊
穣
や
天

下
の
安
寧
を
祈
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
人
の
生
活
は
、科
学
万
能
を
過
信

し
、人
間
の
欲
望
の
趣
く
ま
ま
に
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
貪
り
続
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は

や
が
て
自
分
た
ち
の
生
活
や
生
命
を
自

ら
犯
す
事
に
他
な
ら
ず
、気
が
つ
い
た
時

に
は
破
滅
的
事
態
を
招
き
兼
ね
ま
せ
ん
。

天
災
も
人
災
も
人
間
の
在
り
方
に
か

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

神
道
は
神
と
人
の
和
合
を
目
指
し
て

常
に
神
意
を
伺
い
な
が
ら
謙
虚
に
生
活

し
て
き
ま
し
た
。

　

動
植
物
は
じ
め
全
て
の
命
の
生
存
は

常
に
時
空
の
中
継
地
点
に
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。今
日
こ
そ
神
道

的
な
生
き
方
や
自
然
観
が
必
要
な
時
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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一
　
月

元　

旦　

歳
旦
祭　
　
　

　
　
　
　

青
年
会
新
年
祈
願
祭

八　

日　

ど
ん
と
祭（
成
人
の
日
）

十
九
日　

月
次
祭

二
　
月

三　

日　

節
分
祭
・
豆
ま
き

五　

日　

稲
荷
神
社
初
午
祭　

十
一
日　

紀
元
祭（
建
国
記
念
の
日

　
　
　
　

奉
祝
秋
田
県
大
会
）

十
九
日　

祈
年
祭
並
び
に
月
次
祭

三
　
月

十
九
日　

月
次
祭

四
　
月

八　

日　

第
一
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
五
日　

青
年
会
総
会

十
六
日　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
31
団
総
会

十
九
日　

月
次
祭

　
　
　
　

氏
子
崇
敬
会
総
会

二
十
九
日　

昭
和
祭
・
第
三
十
二
回

　
　
　
　

秋
田
県
出
身
特
攻
隊
招
魂
祭

五
　
月
　

六　

日　

神
社
総
代
会
総
会

十
三
日　

第
二
回
境
内
清
掃
奉
仕

　
　
　
　

珍
寶
神
社
例
祭（
毘
沙
門
町
）

　
　
　
　

稲
荷
神
社
例
祭（
稲
荷
町
）

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

六
　
月

四　

日　

第
二
十
一
回
秋
田
県
鳶
土
木

　
　
　
　

連
合
会
安
全
祈
願
祭

十　

日　

第
三
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
八
日　

鹿
嶋
祭
り

　
　
　
　

西
表
町
・
毘
沙
門
町
・
肝
煎
町

十
九
日　

月
次
祭

三
十
日　

夏
越
大
祓
式（
茅
の
輪
潜
り
）

七
　
月

八　

日　

第
四
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
九
日　

月
次
祭

二
十
二
日　

青
年
会
定
例
会（
暑
気
払
い
）

八
　
月

五　

日　

第
五
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
九
日　

月
次
祭

九
　
月

九　

日　

第
六
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
九
日　

月
次
祭

二
十
九
日　

観
月
祭　

邦
楽
演
奏

十
　
月

十
四
日　

第
七
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

十
一
月

十
一
日　

第
八
回
境
内
清
掃
奉
仕

十
五
日　

七
五
三
参
り

十
九
日　

月
次
祭

下　

旬　

干
支
大
絵
馬
揮
毫

十
二
月

第
一
日
曜　

干
支
大
絵
馬
奉
納
式

十
九
日　

月
次
祭

下　

旬　

煤
払
い

二
十
八
日　

餅
つ
き
行
事

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会
奉
仕

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

祭
礼
行
事
暦

令
和
五
年
元
日
〜
令
和
五
年
十
月

春季例祭集合写真

清掃奉仕 西表町鹿嶋祭

花菖蒲

十
一
月
以
降
の
祭
礼
行
事
予
定
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腐朽した鰹木

　

総
社
神
社
は
令
和
六
年
に
創
建

一
千
三
百
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

聖
武
天
皇
の
御
代
、
神
亀
元
年

（
七
二
四
年
）と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
、七
一
九
年
、奈
良
に
平
城

京
が
開
か
れ
て
間
も
な
く
の
頃
で
す
。

　

持
統
天
皇
は
、第
四
十
代
天
武
天
皇
の

新
国
家
造
営
の
た
め
新
た
に
都
を
定
め

ら
れ
、様
々
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
黎
明
期
に
第
四
十
五
代
聖
武
天

皇
も
国
家
の
基
礎
作
り
を
大
い
に
進
め

ま
し
た
。地
方
に
お
い
て
も
神
社
・
仏
閣

の
建
立
が
盛
ん
に
始
め
ら
れ
た
時
代
で

す
。総
社
神
社
は
、往
時
、神
光
が
飛
来
し

村
民
大
い
に
怪
し
み
見
た
所
、大お
お
な
む
ち
の
か
み

己
貴
神

の
ご
神
託
を
受
け
て
堂
宇
を
建
立
、爾
来

平
安
時
代
に
藤
原
清
衡
候
、鎌
倉
時
代
に

源
頼
朝
候
、江
戸
時
代
に
徳
川
家
康
候
・

佐
竹
義
宣
候
等
の
崇
敬
に
よ
り
地
方
行

政
の
精
神
的
拠
り
所
の
中
枢
を
担
っ
て

来
ま
し
た
。

　

現
在
の
社
地
は
、佐
竹
候
築
城
の
た

め
、千
秋
公
園（
当
時
の
矢
留
山
・
神
明

山
・
三
嶽
山
）か
ら
移
転
し
、宝
永
四
年

（
一
七
○
七
年
）川
尻
上
野
に
神
領
が
定

め
ら
れ
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
年
に
秋
田
市
川
口
か
ら
出
火

し
た
火
災
は
瞬
く
間
に
飛
び
火
し
て
神

社
も
類
焼
と
な
り
ま
し
た
。直
ぐ
に
再
建

に
向
け
て
募
財
が
始
め
ら
れ
、昭
和
八
年

に
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の
社
殿
で
す
。

　

昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）か
ら
今
年

ち
ょ
う
ど
九
十
年
に
当
た
り
ま
す
。　

現

在
の
社
殿
は
屋
根
の
銅
板
が
腐
蝕
し
雨

漏
り
、更
に
千
木
・
鰹
木
や
屋
根
の
下
地

も
腐
朽
が
進
み
限
界
に
来
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
度
、一
千
三
百
年
の
記
念
大
祭
を

迎
え
る
に
当
た
り
、記
念
事
業
と
し
て
御

屋
根
の
銅
板
葺
替
え
と
拝
殿
の
修
繕
・
模

様
替
え
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、明
年
よ
り
記
念
大

祭
・
事
業
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ
、広
く
浄

財
を
募
り
た
く
計
画
を
進
め
て
お
り
ま

す
。次
の
一
千
年
を
目
指
し
て
、神
社
の

興
隆
と
地
域
の
繁
栄
を
築
く
礎
に
い
た

 

総
社
神
社
創
建

 
千
三
百
年
記
念
祭
を

 
明
年
迎
え
る
に
当
た
っ
て

総
社
神
社
　
宮
司

川
尻
　
孝
紀

し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、明
年
改
め
て
趣
意

書
を
以
て
広
く
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま

す
の
で
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
七
月
二
十
四
日
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い
て
、県
敬
神
婦
人

連
合
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典（
総

会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
災
禍
に
よ

り
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
総
会
に
お
い
て
、我
が
総
社
神
社

敬
神
婦
人
会
会
長
の
伊
藤
武
子
さ
ん
が
長

年
の
ご
尽
力
に
対
し
、五
十
周
年
記
念
表

彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
い
よ
い
よ
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
八
月
二
日
、秋
田
県
氏
子
青
年
連

合
会
で
は
、秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ホ
テ
ル
に
お

い
て
平
成
二
十
七
年
以
来
八
年
ぶ
り
に

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
ら
く
総
会
が
招
集
さ
れ
ず
に
い
た

中
、令
和
三
年
に
は
前
会
長
佐
藤
一
氏
が

逝
去
さ
れ
、会
長
不
在
の
ま
ま
中
止
の
や

む
な
き
に
至
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、こ
の
度
、役
員
が
改
選
さ
れ
新

会
長
に
当
神
社
青
年
会
よ
り
渡
部
顕
氏
、

副
会
長
に
当
神
社
青
年
会
長
相
原
敬
氏
、

理
事
に
佐
藤
文
俊
氏
、監
事
に
佐
々
木
勉

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、単
位
会
は
元
よ
り
、県
氏
子
青

年
連
合
会
の
交
流
発
展
と
弥
栄
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

 

秋
田
県
敬
神
婦
人
連
合
会

 

創
立
五
十
周
年
記
念
・

 

第
四
十
九
回
総
会
開
催

記
念
表
彰
受
賞

伊
藤
武
子 

氏

 

秋
田
県
氏
子
青
年
連
合
会

 

総
会
開
催

県
氏
子
青
年
連
合
会
長

渡
部 

顕 

氏
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介
護
老
人
保
健
施
設
か
み
の
里
支
援

相
談
員
の
照
井
で
す
。一
九
九
九
年
七

月
に
か
み
の
里
が
開
設
し
、か
み
の
里

は
早
二
十
四
年
と
な
り
ま
し
た
。翌
年

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
始
ま
っ
た
介
護
保

険
制
度
は
、こ
の
間
何
度
も
制
度
改
正
が

行
わ
れ
、そ
の
度
に
取
り
巻
く
介
護
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
の
介
護
保
険
総
費
用
は
約
四
兆
円

で
し
た
が
、今
や
十
一
兆
円
を
超
え
る
状

況
で
す
。全
国
の
要
介
護(

要
支
援)

認
定

者
数
は
二
一
八
万
人
か
ら
六
九
〇
万
人

(

二
〇
二
二
年
三
月
末)

と
三
．二
倍
に
増

加
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
も
一
四
九
万
人

か
ら
五
九
二
万
人(

同)

と
三
．九
倍
に
増

加
。秋
田
県
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

要
介
護(

要
支
援)

認
定
者
数
は
約
三
．

三
万
人
か
ら
七
．四
万
人(

同)

と
二
．二
倍

 

高
齢
化
社
会
と
介
護
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設
か
み
の
里

支
援
相
談
室
長
　
照
井 

寿
和

へ
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
二
．六
万
人
か

ら
約
六
．四
万
人
と
二
．五
倍(

同)

に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、全
国
の
高
齢

化
率
は
一
七
．四
％(

二
〇
〇
〇
年)

か
ら

二
八
．九
％(

二
〇
二
〇
年)

へ
上
昇
、秋
田

県
は
二
三
．五
％(

同)

か
ら
三
七
．九
％

(

同)

へ
上
昇
。

　

現
在
秋
田
県
は
、高
齢
者
一
人
を
生

産
年
齢
人
口
一
．四
人
で
支
え
て
お
り
、

二
〇
四
〇
年
に
は
〇
．九
人
で
支
え
る
予

測
で
す
。今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

は
伸
び
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
一

方
で
、介
護
を
中
心
的
に
担
う
生
産
年
齢

人
口
は
減
少
し
て
い
く
予
測
で
す
。

　

た
だ
、秋
田
県
内
の
高
齢
者
の
約
八
割

は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
元
気

な
高
齢
者
で
す
。こ
の
元
気
な
高
齢
者
が

健
康
を
維
持
し
社
会
で
活
躍
で
き
れ
ば
、

県
全
体
の
活
力
の
維
持
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、介
護
予
防
へ
の
取
り

組
み
も
含
め
、県
人
口
の
約
三
分
の
一
を

占
め
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
作

り
が
課
題
と
感
じ
ま
す
。

　

も
し
こ
の
先
要
介
護
者
に
な
っ
た
場

合
、皆
さ
ん
は
ど
う
い
う
人
生
を
歩
み
た

い
で
す
か
？
最
後
ま
で
自
宅
で
生
活
し

た
い
、家
族
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に

施
設
で
暮
ら
し
た
い
、考
え
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
か
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、介
護
施
設
で
の
生
活
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、交
通
の
便
や
施
設
の
雰
囲

気
等
も
大
事
で
す
が
、選
定
す
る
上
で
重

要
な
こ
と
は
二
点
。

　

ま
ず
一
点
目
は
目
的
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
す
。自
宅
に
代
わ
る
生
活
の
場
と

し
て
施
設
を
利
用
し
た
い
の
か
？
リ
ハ

ビ
リ
等
の
た
め
一
時
的
に
施
設
を
利
用

し
た
い
の
か
？
等
々
。

　

二
点
目
は
利
用
料
で
す
。施
設
の
種
類

は
様
々
で
、介
護
老
人
福
祉
施
設(

特
養)

、

介
護
老
人
保
健
施
設
、介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
等
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、短
期
入

所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

、ケ
ア

ハ
ウ
ス
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
等
々
あ
り
ま
す
。

　

料
金
体
系
も
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
。食
費
・
居
住
費
等
の
負
担

軽
減
を
受
け
ら
れ
る
施
設
も
あ
れ
ば
、そ

う
で
は
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
方
法
と
し
て
は
、直
接
施
設
の
相

談
員
に
問
い
合
わ
せ
る
他
、担
当
の
居
宅

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、入
院
中
で
あ
れ
ば
担
当
の
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
の
上

施
設
を
紹
介
し
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
厚
労
省
で
は「
人
生
会
議(

ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ)

」の
普

及
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。初
め
て
耳

に
す
る
方
、堅
苦
し
い
な
と
感
じ
る
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、介
護
施
設
利
用

の
み
な
ら
ず
、も
し
も
の
時
自
分
自
身
が

納
得
の
い
く
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、是
非

身
近
で
信
頼
で
き
る
方
と
こ
の
先
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

介護老人保健施設 かみの里
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第
十
三
回
神
社
ス
カ
ウ
ト
全
国
大

会（
令
和
五
年
八
月
六
日（
土
）～
七
日

（
日
））が
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。総
社
神
社
の
秋
田
第
31
団
か
ら

は
、指
導
者
五
名
、ス
カ
ウ
ト
十
一
名
の

計
十
六
名
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
の
八
月
五
日（
金
）に
秋
田

空
港
に
集
合
、結
団
式
を
行
っ
た
後
に
搭

乗
し
、中
部
国
際
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し

た
。空
港
か
ら
名
鉄
特
急
に
乗
り
継
ぎ
、

そ
の
日
は
名
古
屋
城
城
址
公
園
を
猛
暑

の
な
か
散
策
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
名
古

屋
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
宿
泊
。

　

翌
六
日（
土
）名
古
屋
駅
か
ら
近
鉄
特

急
を
乗
り
継
い
で
伊
勢
市
の
宇
治
山
田

ま
で
行
き
、午
後
か
ら
皇
學
館
大
学
の
記

念
講
堂
に
て
開
会
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
国
歌
斉
唱
を
二
回
繰
り
返

 

神
社
ス
カ
ウ
ト
全
国
大
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田
第
31
団

団
委
員
長
　
田
子
　
真

し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。開
会
式
後
、手
配
さ
れ
て
い
た
送

迎
バ
ス
に
同
乗
し
て
、伊
勢
市
宮
町
に
あ

る
奥
文
旅
館
に
宿
を
と
り
ま
し
た
。古
い

歴
史
の
あ
る
、中
庭
の
景
観
も
す
ば
ら
し

い
と
て
も
個
性
的
な
旅
館
で
し
た
。

　

翌
七
日
に
は
、全
国
大
会
の
メ
イ
ン
行

事
と
な
る
皇
大
神
宮（
内
宮
）で
の
参
拝

行
進
を
行
い
ま
し
た
。神
社
名
・
団
名
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
、厳
か
な
雰
囲
気

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
神
の
森
の
中

を
ゆ
っ
く
り
と
行
進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、皇
學
館
大
学
周
辺
に
あ
る
史

跡
探
訪（
謎
解
き
）に
参
加
し
、ク
イ
ズ
に

答
え
な
が
ら
、何
と
か
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。な
お
、ス
カ
ウ
ト
ら
の
柔

軟
な
思
考
力
が
な
け
れ
ば
、私
は
決
し
て

ゴ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

皇
學
館
大
学
倉
陵
会
館
二
階
で
遅
い

昼
食
を
と
り
、午
後
二
時
半
か
ら
の
大
集

会
・
閉
会
式
に
臨
み
ま
し
た
。そ
の
内
容

は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、各

地
区
の
ス
タ
ン
ツ
が
披
露
さ
れ
た
後
、突

然
に
相
川
七
瀬（
私
は
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
歌
手
で
し
た
が
）の
ラ
イ
ブ
が
始
ま
っ

た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、閉

式
に
は
三
笠
宮
彬
子
様
が
来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
日（
月
）の
移
動
日
に
は
、お
か
げ
横

丁
を
散
策
し
な
が
ら
お
土
産
を
購
入
す
る

な
ど
、各
自
思
い
思
い
に
行
動
し
ま
し
た
。

午
後
に
伊
勢
の
地
を
後
に
し
て
か
ら
は
、

名
古
屋
駅
を
経
由
し
て
中
部
国
際
空
港
に

て
解
団
式
を
行
っ
て
、秋
田
に
無
事（
秋
田

空
港
の
上
空
に
雷
雲
が
居
残
り
、着
陸
後

し
ば
ら
く
の
間
機
内
に
留
ま
る
な
ど
あ
り

ま
し
た
が
）戻
っ
た
次
第
で
す
。

　

今
回
の
神
社
ス
カ
ウ
ト
全
国
大
会
に

参
加
す
る
に
あ
た
り
、指
導
者
の
皆
様
に

は
、大
会
運
営
組
織
と
の
交
渉
・
準
備
や

旅
券
の
手
配
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
な

ど
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

関
係
者
の
皆
様
か
ら
餞
別
や
陣
中
見
舞

い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、大
会
期
間
中
に
宮
城
県
連
盟

岩
沼
第
１
団（
竹
駒
神
社
）と
仙
台
第
27

団（
大
崎
八
幡
宮
）か
ら
七
月
秋
田
豪
雨

に
対
す
る
お
見
舞
金
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に

対
し
て
、こ
の
紙
面
を
借
り
て
あ
ら
た
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
ス
カ
ウ
ト
た
ち
の
感
想

石
橋
和
樹

　

今
回
の
神
社
ス
カ
ウ
ト
で
は
、全
国

の
神
社
ス
カ
ウ
ト
た
ち
と
伊
勢
参
り
を

行
う
こ
と
で
、ス
カ
ウ
ト
活
動
の
意
義
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、他
の
団
と
交
流
、活
動
す
る
特
殊
な

楽
し
さ
や
、赤
福
の
味
も
覚
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

田
村
莉
歩

　

私
が
神
社
ス
カ
ウ
ト
で
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
、九
人
以
上
の
友
達
が
で
き
た
こ

と
や
、自
分
が
持
っ
て
い
た
交
換
グ
ッ
ズ

を
全
て
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。ま
た
、相
川
七
瀬
さ
ん
や
、彬
子
女

王
殿
下
が
来
た
り
し
て
、す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。次
に
お
か
げ
横
丁
に
行
っ

て
赤
福
を
食
べ
た
り
し
た
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。た
く
さ
ん
の
お
店
が
あ

り
、見
て
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

次
に
神
社
ス
カ
ウ
ト
に
行
く
と
き
も
、い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
交
換
し
た
り
、友
達
を

作
っ
た
り
し
て
楽
し
み
た
い
で
す
。

高
島
陽
大

　

ぼ
く
が
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
は
、参

拝
行
進
で
す
。歴
史
の
あ
る
伊
勢
神
宮
で

参
拝
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、神
社
の
歴



第10号　(6)香　　　雲令和5年10月19日

史
の
あ
る
感
じ
が
伝
わ
っ
て
き
て
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。機
会
が
あ

れ
ば
も
う
一
度
伊
勢
神
宮
に
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

宇
佐
美
健
心

　

昔
の
建
物
な
の
に
、こ
ん
な
に
き
れ
い

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、自
由
研
究
と
し
て
伊
勢

神
宮
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
ら
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。今
回
伊
勢

神
宮
に
行
け
て
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

本
年
は
地
域
の
小
中
学
校
よ
り
二
八
六
点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、優
秀
作
品
三
十
句
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

感
性
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
作
品
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

☆
　
優
　
秀

元
旦
は
　
総
社
神
社
で
　
お
参
り
だ 

川
尻
小
学
校
五
年　

寺て
ら
か
ど門　

心こ
は
る春

家
族
で
ね
　
話
し
な
が
ら
行
く
　
は
つ
も
う
で 

川
尻
小
学
校
五
年　

伊い
と
う藤　

桃も
も
か花

町
内
に
　
す
ず
の
音
ひ
び
く
　
初
詣 

川
尻
小
学
校
五
年　

山や
ま
は
た端　

優ゆ
う
き輝

冬
の
朝
　
必
勝
祈
願
　
手
を
あ
わ
せ 

川
尻
小
学
校
五
年　

細ほ
そ
か
わ川　

陽ひ
な
た向

秋
の
葉
が
　
風
に
ふ
れ
て
　
お
ど
り
だ
す 

川
尻
小
学
校
五
年　

大お
お
く
ぼ

久
保
未み

い唯

総
社
の
門
　
少
し
き
ん
ち
ょ
う 

れ
い
を
す
る 

川
尻
小
学
校
五
年　

中な
か
や屋　

隆た
か
み
ね嶺

こ
な
雪
や
　
ひ
ん
や
り
と
し
た
　
初
も
う
で 

川
尻
小
学
校
五
年　

高た
か
は
し橋　
　

翼
つ
ば
さ

お
ま
い
り
で
　
み
ん
な
が
は
し
ゃ
ぐ
　
初
詣 

川
尻
小
学
校
五
年　

鎌か
ま
た田　

美み

う羽

初
詣
　
吹
雪
の
中
で
　
願
い
事 

川
尻
小
学
校
五
年　

大お
お
た
け竹　

椋り
ょ
う
た太

風
な
び
き
　
木
々
の
に
お
い
が
　
か
お
り
だ
す 

川
尻
小
学
校
五
年　

加か
と
う藤　
　

杏あ
ん

ひ
ま
わ
り
と
　
き
み
の
笑
顔
が
　
う
り
ふ
た
つ 

旭
南
小
学
校
五
年　

髙た
か
は
し橋　

和わ

か華

暑
き
夜
　
鳴
り
ひ
び
く
の
は
　
蝉
の
声 

旭
南
小
学
校
五
年　

伊い
と
う藤　

蒼そ
う
す
け祐

流
れ
星
　
ね
が
い
を
も
っ
て
　
き
え
て
い
く 

旭
南
小
学
校
五
年　

加か
と
う藤　

朱あ
か
ね音

神社スカウト全国大会
秋田第 31 団参加スカウト 神宮参拝行進

　

令
和
五
年　

小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る

総
社
の
杜
俳
句
・
川
柳
大
会
優
秀
作
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暑
い
夏
　
木
の
葉
の
か
げ
が
　
す
ず
し
い
な 

旭
南
小
学
校
五
年　

松ま
つ
は
し橋　

慶よ
し
ゆ
き之

夏
祭
り
　
花
火
開
い
て
　
笑
顔
咲
く 

旭
南
小
学
校
五
年　

三み
さ
わ沢　
　

龍
り
ゅ
う

何
年
も
　
神
社
を
飾
る
　
御
神
木 

旭
南
小
学
校
六
年　

松ま
つ
は
し橋
颯そ
う
た
ろ
う

太
朗

セ
ミ
の
声
　
総
社
神
社
の
　
木
に
響
く 

旭
南
小
学
校
六
年　

畠は
た
ざ
わ澤　

琥こ
は
く珀

セ
ミ
の
声
　
夏
の
お
と
ず
れ
　
感
じ
る
な 

旭
南
小
学
校
六
年　

二ふ
た
ぎ木　

奏か
な
た多

神
様
の
　
や
ど
り
し
木
々
の
　
笑
い
声 

旭
南
小
学
校
六
年　

鎌か
ま
た田　

柚ゆ
ず
き希

総
社
の
木
　
ザ
ア
ザ
ア
ひ
び
く
　
神
の
声 

旭
南
小
学
校
六
年　

渡わ
た
な
べ辺　

悠は
る
き輝

星
空
へ
　
伸
び
る
竿
燈
　
ど
っ
こ
い
し
ょ 

山
王
中
学
校
三
年　

森も
り
し
た下　

和か
ず
き輝

苔
の
匂
い
　
涼
し
い
風
吹
く
　
夏
の
朝 

山
王
中
学
校
三
年　

今こ
ん
の野　

千ち
ひ
ろ礼

竿
燈
が
　
唐
か
ら
く
れ
な
い
紅
の
　
頬ほ
ほ
照て

ら
す 

山
王
中
学
校
三
年　

堀ほ
り
け家　

咲さ

き葵

木
々
が
揺
れ
　
森
の
会
話
が
　
始
ま
っ
た 

山
王
中
学
校
三
年　

伊い
と
う藤　

慧さ
と
か香

夏
終
わ
り
　
総
社
の
風
が
　
肌
冷
や
す 

山
王
中
学
校
三
年　

今い
ま
の野　

結ゆ
う
た太

木
の
影
で
　
静
か
に
交
わ
す
　
誓
い
の
手 

山
王
中
学
校
三
年　

藤ふ
じ
わ
ら原　

遼り
ょ
う
や哉

夜
の
空
　
浮
か
ぶ
花
火
に
　
息
を
の
む 

山
王
中
学
校
三
年　

熊く
ま
が
い谷　

有ゆ

め芽

夏
の
風
　
木
葉
が
揺
れ
る
　
あ
の
大
樹 

山
王
中
学
校
三
年　

矢や

の野　
　

佐
た
す
く

蝉
の
声
　
総
社
に
響
く
　
夏
本
番 

山
王
中
学
校
三
年　

浅あ
さ
り利　

成な
る
き希

お
み
く
じ
を
　
結
ん
で
願
う
　
良
き
一
年 

山
王
中
学
校
三
年　

原は
ら
た田　

琉る

か花

菅
原
孤
秋　

選

翠　蓮 彼岸花

み
ど
り
濃
き
　
総
社
は
街
の 

守
り
神　
︵
選
者
詠
︶

☆
社
報「
香
雲
」第
十
号
の
挿
絵
は
、飯
塚

洋
三
先
生
が
担
当
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
訃
　
報

　

総
社
神
社
氏
子
崇
敬
会

　

幹
事　

阿
部
朝
尾
氏　

三
月
逝
去

　

総
社
神
社
青
年
会

　

会
員　

菅
原
國
昭
氏　

七
月
逝
去

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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★
出
雲
と

　
須
佐
之
男
之
命

　

神
話
の
ふ
る
さ

と
と
言
わ
れ
る
出

雲
大
社
。は
じ
め
に

思
い
浮
か
べ
る
の
は
や
は
り「
八
雲
立
つ

　

出
雲
八
重
垣　

妻
籠
み
に　

八
重
垣

作
る　

そ
の
八
重
垣
を
」の
須
佐
之
男
之

命
の
短
歌
で
し
ょ
う
。

　

読
み
は「
や
く
も
た
つ　

い
づ
も
や
へ

が
き　

つ
ま
ご
み
に　

や
へ
が
き
つ
く

る　

そ
の
や
へ
が
き
を
」

　

神
話
で
は
、出
雲
に
降
っ
た
須
佐
之
男

之
命
が
櫛く

し

な

だ

ひ

め

名
田
比
売
を
妻
と
す
る
新
婚

の
歌
で『
古
事
記
』の
最
初
に
出
て
く
る

歌
で
す
。

　

意
味
は
、妻
を
籠
も
ら
せ
る
た
め
の

八
重
垣
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

三
十
一
文
字
の
短
歌
の
原
型
に
な
っ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
国
譲
り
神
話

　

天
津
神
の
命
に
よ
り
大
国
主
神
は
交

渉
の
末
に
国
譲
り
の
条
件
と
し
て「
我
が

住
処
を
、皇
孫
の
住
処
の
様
に
太
く
深
い

柱
で
、千
木
が
空
高
く
ま
で
届
く
立
派
な

宮
殿
を
建
て
祭
る
な
ら
ば
、そ
こ
に
隠
れ

神
しんとう

道の知識
いろいろ

居
り
ま
し
ょ
う
」と
言
わ
れ
、出
雲
の
多

芸
志（
た
ぎ
し
の
浜
）に「
天あ

め
の
み
あ
ら
か

之
御
舎
」を

造
っ
た
と
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
出
雲
大
社
創
建
の
由
縁
で
す
。

★
出
雲
大
社

　

出
雲
大
社
は
古
代
よ
り
杵き
づ
き
の
お
お
や
し
ろ

築
大
社

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
年
）に
出
雲
大
社
と
改
称
さ

れ「
い
づ
も
の
お
お
や
し
ろ
」と
尊
称
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
に
鎮

座
。式
内
社
の
名
神
大
社
、出
雲
国
一
宮

で
、旧
官
幣
大
社
。宗
教
法
人
出
雲
大
社

教
の
宗
祠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
、延
享
元
年（
一
七
四
四

年
）
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
二
四

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。（
国
宝
）

　

太
古
の
本
殿
は
九
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
大
国
主
大
神

　

祭
神
は
大お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

国
主
神
。
別
名
に

大お
お
あ
な
も
ち
の
み
こ
と

穴
持
命
或
い
は
大お
お
な
む
ち
の
か
み

己
貴
神
と
も
呼

称
さ
れ
全
国
各
地
に
国
造
り
の
神
、農
業

の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
崇
敬
を
受
け
て

い
ま
す
。

★
神
無
月
と
神
在
月

　

出
雲
で
は
、十
月
を
神
無
月
で
は
な

く
、神
在
月
と
称
し
ま
す
。

　

神
無
月
に
は
、全
国
か
ら
八
百
万
の
神
々

が
出
雲
に
集
ま
り
神
講（
神
様
の
会
議
）が

行
わ
れ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　

但
し
、全
て
の
神
が
出
雲
に
出
向
く
わ

け
で
は
な
く
田
の
神
・
家
の
神
・
荒
神
様

な
ど
留
守
の
神
も
居
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
神
講
か
ら
神
々
の
縁
が
深
ま
っ

た
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
縁
結
び
の
信

仰
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

七
月
の
県
内
は
記
録
的
な
大
雨
で
し

た
。特
に
秋
田
駅
周
辺
で
発
生
し
た
水
害

は
雨
水
が
あ
ふ
れ
、又
、下
水
道
が
排
水

し
き
れ
な
い
た
め
に
起
き
た「
内
水
氾

濫
」が
起
き
、降
り
始
め
か
ら
短
時
間
で

道
路
や
、家
々
の
床
下
、床
上
等
へ
浸
水

し
ま
し
た
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
、心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
夏
の
暑
さ
は「
異
常
」で
し
た
。

　

日
本
の
平
均
気
温
が
一
八
九
八
年（
明

治
三
一
年
）の
統
計
開
始
以
来
最
高
と
な

り
、梅
雨
明
け
以
降
一
気
に
気
温
が
上
昇

し
、野
菜
や
果
物
、米
作
等
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

季
節
は
も
う
秋
で
す
。十
月
は「
秋
季

例
祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。穏
や
か
な
一
日

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
！（

佐
藤
三
郎 

記)

出雲大社

コスモス


